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2１．１ 情報発信に関する基本スタンス

当社は、2013年に汚染水の港湾内への流出を巡る対応への反省から基本方針を策定しました。

しかしながら、2015年の排水路のデータ公表を巡る原因として、組織および社会目線の観点で改善すべき

点があったことを真摯に受け止め、意識・仕組みの観点で対策を図っていきます。

また、放射線データの全数公開などの取り組みを実施していく中で、基本方針の徹底を行っていきます。

当社は、2013年に汚染水の港湾内への流出を巡る対応への反省から基本方針を策定しました。

しかしながら、2015年の排水路のデータ公表を巡る原因として、組織および社会目線の観点で改善すべき

点があったことを真摯に受け止め、意識・仕組みの観点で対策を図っていきます。

また、放射線データの全数公開などの取り組みを実施していく中で、基本方針の徹底を行っていきます。

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

排水路のデータ

公表を巡る原因

排水路のデータ

公表を巡る原因

① 社会目線に立った情報公開という精神が社内に浸透していなかった点。
② 2013年公表方針が適切に実行に移されなかった組織上の問題点。

（原子力改革監視委員会情報公開分科会による報告書、2015年7月29日公表）

上記指摘を真摯に受け止め、以下の取り組みにより、改善を図っていく。
意識の改善・社会的感性の醸成
自ら約束した事項の履行管理の仕組みの構築

情報公開に関する

取り組み（骨子）

① 福島第一が測定する全放射線データを公開する
② データはホームページ等で広く公開し、社会的関心の高いものは

会見等で解説する
③ データ公開のルールと運用実績等は定期的に社外から監視・評価を受ける

P3

P4

上記に取り組みに加え、データの意味合いや情報公開に至るプロセス等の

わかりやすさ・伝わりやすさの観点で様々な改善を実施または計画中 P5～9



3１．２ 放射線データの全数公開

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

当社は3月に「福島第一原子力発電所で測定する全ての放射線データを公開する」方針を公表し、4月から
データ公開範囲を拡大して参りましたが、8月から全ての種類のデータ公開を開始しました。
当社は3月に「福島第一原子力発電所で測定する全ての放射線データを公開する」方針を公表し、4月から
データ公開範囲を拡大して参りましたが、8月から全ての種類のデータ公開を開始しました。

＜データ公開範囲＞

8月２０日以降、全ての放射線データをホームページで公開しています。

公開範囲
公開件数

（件／年間）
公開方法

①

これまで

水・ダスト・土壌

（定例分析結果のみ）
約30,000

ウェブ掲載

（一覧表）

②

4/30以降

水・ダスト・土壌・スミア

（定例＋臨時分析結果）
約50,000

ウェブ掲載

（一覧表＋測定記録）

③

8/20以降

水・ダスト・土壌・スミア・線量率

（分析計画、定例＋臨時分析結果、測定結果）
約70,000

ウェブ掲載

（一覧表＋測定記録）

ﾄﾋﾟｯｸｽ説明（毎月）

※ 床・壁等をろ紙で拭き取り、表面汚染密度を測定する方法。

※



4１．３ 記者会見などでの情報発信

社会的な関心が高い事項については、メディアのみなさまとの“対話”を通じて解説や説明を行う

具体的には、記者会見や記者会等での説明を通じて、マスメディアへ正確かつ迅速な情報発信を実施中

社会的な関心が高い事項については、メディアのみなさまとの“対話”を通じて解説や説明を行う

具体的には、記者会見や記者会等での説明を通じて、マスメディアへ正確かつ迅速な情報発信を実施中

マスメディアの皆さまへの説明を通じて、新聞・TV等の媒体にて県民の皆さまへ情報発信

【マスメディア向けの主な説明の機会・頻度】

規制庁記者控室での説明：午後の１回／日
県政記者会での説明 ：午前・午後の２回／日
福島Jヴィレッジでの会見※１ ：１回／週（１回／月は幹部自ら会見で説明）

本社での記者会見※１ ：１回／週 ※１会見はホームページでライブ配信

報道関係者向けの福島第一原子力発電所の現場公開の実施
※別添（参考資料をご参照ください）

※平日は、写真や動画を用いて資料や映像を配布

本社記者会見の様子 福島第一の現場公開

マスメディア・社会の皆さまへ
視覚でわかりやすく使える工夫

ホームページ（ウェブサイト）
ツイッター
フェイスブック
ユーチューブ

【写真・動画等での情報発信】
※適時適切な媒体でお伝え

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

フランジ型タンク解体への軌跡（9/17）



5１．４ 当社ホームページのデータ公開の取り組み（１／３）

＜水やダストの分析計画・結果＞

• 分析結果をCSV形式などの
デジタルデータで公開し、
加工・編集も可能になりました

＜線量率の測定計画・結果＞

• 日付をクリックすると
その日のデータを表示
できるようにしました

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

①データ公開範囲の拡大

これまで公開してきた「水」「ダスト」等の放射能データに加え、作業箇所や廃棄物等の線量率（測定場所の
放射線の強さ）データの公開を開始しました。
これまで公開してきた「水」「ダスト」等の放射能データに加え、作業箇所や廃棄物等の線量率（測定場所の
放射線の強さ）データの公開を開始しました。



6１．４ 当社ホームページのデータ公開の取り組み（２／３）

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

②データの測定計画に関する説明の充実

【主な特徴】

分析目的

・・・なぜデータを分析するのか、

の理由・背景

試料採取場所

・・・どこで試料を採取しているか

を示すもの

アクションレベル

・・・法的基準とは別に、社内で

予め決めていた次のアクショ

ンを起こす基準としている値

このデータを測定・分析する目的、採取場所、頻度、測定値に関する当社の判断基準などについて、項目ご
とに整理して明示しました。これにより、データの取り扱いについて透明性を図っております。
このデータを測定・分析する目的、採取場所、頻度、測定値に関する当社の判断基準などについて、項目ご
とに整理して明示しました。これにより、データの取り扱いについて透明性を図っております。



7１．４ 当社ホームページのデータ公開の取り組み（３／３）

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

③わかりやすい情報発信

• クリックすると，毎月の放射線データに基づくグラフや
図・絵を用いた概要資料を見ることができます。

• 環境への影響や主な傾向について解説も加えていま
す。

社会的に関心の高い話題や至近に進捗があった廃炉への取り組みについて、放射線データの傾向などを
簡潔にわかりやすく要約した資料を用意し、会見で説明したりホームページに掲載します。
社会的に関心の高い話題や至近に進捗があった廃炉への取り組みについて、放射線データの傾向などを
簡潔にわかりやすく要約した資料を用意し、会見で説明したりホームページに掲載します。



8

仮設住宅への訪問や自治体発行の広報誌などを通じて、県民の皆さまとの直接対話を推進します。

自治体、行政区長、商工会などとの対話チャンネルを活用した情報発信を継続します。

わかりやすい説明にするための工夫に努め、一人でも多くの県民の皆さまに情報をお届けできるように取り
組みます。

仮設住宅への訪問や自治体発行の広報誌などを通じて、県民の皆さまとの直接対話を推進します。

自治体、行政区長、商工会などとの対話チャンネルを活用した情報発信を継続します。

わかりやすい説明にするための工夫に努め、一人でも多くの県民の皆さまに情報をお届けできるように取り
組みます。

①直接的なコミュニケーション

説明資料の例（左：表面 中長期ロードマップ、右：裏面 トピックス）
無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

１．５ 今後の取り組み（１／２） ～ 県民の皆さまへの情報発信 ～

【これまでの取り組み】

・仮設住宅へ社員がお伺いし、中長期ロード
マップ（廃炉の進捗）資料により、直接ご説明。

・自治体発行の広報誌に中長期ロードマップ
とトピックスを折り込み。

・従来の取り組みに加えて、新たに避難指示が
解除された地域等については、訪問活動などを
通じた、きめ細かいコミュニケーション活動を
展開します。

【今後の取り組み】



9

概要資料の例（サブドレン・地下水ドレン）

１．５ 今後の取り組み（２／２） ～ データ公開に関する新たな取り組み ～

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

②データの持つ強み・特徴を活かした現場状況の発信

• データについては、基準値とデータ変動が見れるなど

データに意味合いが伝わるように掲載

＜取り組み事例その１（テーマ別資料）＞

社会的に関心の高い話題等については、定期的にテーマを取り上げ、取り組み概要や取り組みに関する
放射線データ等を資料にまとめ、平易な言葉を使用しながら、わかりやすくお伝えしていきます。

情報公開へ向けた現場の取り組みに焦点を当てた動画を新たに作成し、現場の状況を発信しています。

社会的に関心の高い話題等については、定期的にテーマを取り上げ、取り組み概要や取り組みに関する
放射線データ等を資料にまとめ、平易な言葉を使用しながら、わかりやすくお伝えしていきます。

情報公開へ向けた現場の取り組みに焦点を当てた動画を新たに作成し、現場の状況を発信しています。

放射性物質の採取からデータ公開まで（8/20掲載）

＜取り組み事例その２（動画）＞

• データ公開に至るプロセスに着目

• 現場の社員に焦点を当てて、取り組みを“見える化”



10「伝える。遺す。廃炉の記録。」の紹介 【参考】

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

【新設（特設ホームページ）】「伝える。遺す。廃炉の記録。」の紹介

現場で今、何が行われているのかをきちんとお伝えすること。そして記録として遺すこと。 長期にわたる廃炉
作業を、皆さまにご理解いただくため、福島第一原子力発電所の今を定期的に掲載いたします。
現場で今、何が行われているのかをきちんとお伝えすること。そして記録として遺すこと。 長期にわたる廃炉
作業を、皆さまにご理解いただくため、福島第一原子力発電所の今を定期的に掲載いたします。

※掲載日・掲載対象で検索することができます。

＜新設した特設ホームページ＞
これまでパネルや動画で使用した写真等の数々を8月7日より特設ページで紹介。今後も定期的に継続して掲載します。



11２．１ 「汚染水対策」の３つの基本方針

方針１．汚染源を取り除く

方針２．汚染源に水を近づけない

方針３．汚染水を漏らさない

①多核種除去設備による汚染水浄化

②トレンチ(※２)内の汚染水除去

③地下水バイパスによる地下水くみ上げ

④建屋近傍の井戸での地下水くみ上げ

⑤凍土方式の陸側遮水壁の設置

⑥雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装

⑦水ガラスによる地盤改良

⑧海側遮水壁の設置

⑨タンクの増設（溶接型へのリプレース等）

（※２）配管などが入った地下トンネル。

2013年度 2014年度 2015年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期

方
針
１:

取
り
除
く

①多核種除去

設備による

汚染水浄化

②トレンチ内
の汚染水除去

方
針
２:

近
づ
け
な
い

③地下水バイ
パスによる地
下水くみ上げ

④建屋近傍の

井戸での地下
水くみ上げ・
排水（サブド
レン）

⑤凍土方式の

陸側遮水壁の
設置

⑥雨水の土壌
浸透を抑える
敷地舗装

方
針
３:

漏
ら
さ
な
い

⑦水ガラスに

よる地盤改良

⑧海側遮水壁

の設置

⑨タンクの増
設（溶接型へ
の交換等）

多核種除去設備等によるタンク内汚染水の浄化

浄化作業

凍結管設置 凍結止水・汚染水の除去

建屋山側で地下水をくみ上げ

調査・復旧

浄化設備設置

小規模凍結試験

設置工事

アスファルト等による敷地舗装

2015年9月3日汲み上げ開始

2015年9月14日排水開始

水ガラス等による地盤改良

設置工事

タンクの増設・貯留

汚染エリアからの汚染水のくみ上げ

汚染した地下水の海への流出抑制

地下水の海への流出抑制

事故で溶けた燃料を冷やした水と地下水が混ざり、１日約300トン※１の汚染水が発生し
ており、下記の３つの基本方針に基づき対策を進めています

※１：地下水バイパスや建屋止水工事等の対策による減少量１日約100トン（2015年1月現在）を見込んだものです

事故で溶けた燃料を冷やした水と地下水が混ざり、１日約300トン※１の汚染水が発生し
ており、下記の３つの基本方針に基づき対策を進めています

※１：地下水バイパスや建屋止水工事等の対策による減少量１日約100トン（2015年1月現在）を見込んだものです

多核種除去設備による処理済水の浄化

・安全性向上対策等の状況により、工程については適宜見直します

2015年5月27日

RO濃縮塩水処理完了

2015年7月30日

汚染水除去処理完了

累積排水量 132,293t  

排水回数 82回

2015年9月23日現在

：対策完了

2015年7月28日山側の凍結管設置完了

進捗率 約81％

2015年9月28日時点

2015年9月10日 鋼管矢板打設再開、2015年9月22日 鋼管矢板打設完了

止水性向上のための継手処理を実施中。

フランジタンク解体中

解体中：6基，解体済：11基

2015年9月24日現在

累積排水量 3310t  

2015年9月18日現在

2015年9月15日山側の設置工事完了

⑨タンク
の増設

上部透水層

難透水層

くみ上げ

揚水井
下部透水層

難透水層

④サブドレン

地下水ドレン

地下水位

海水面

原子炉建屋

⑧海側遮水壁⑤陸側遮水壁 ⑤陸側遮水壁

③地下水バイパス

⑥敷地舗装

雨

⑦水ガラス
地盤改良

ウェルポイント

②トレンチ

くみ上げ
セシウム除去
淡水化

タービン建屋
くみ上げ④サブドレン

くみ上げ

トレンチ内部の閉塞・充填

2015年8月27日

閉塞・充填完了



12２．１（1） 海水配管トレンチ

海水配管トレンチ※1内の滞留水移送については、２号機は2015年6月30日、3号機は7月30日に完了しました。
これにより、高濃度の汚染水が流出するリスクが大きく減少しました。

また、トレンチ内の充填作業については、2号機は2015年7月10日、 ３号機は８月27日に完了しました。

２号機タービン建屋 ３号機タービン建屋 ４号機タービン建屋

２号機海水
配管トレンチ

３号機海水
配管トレンチ

立坑
Ａ

立坑
Ｂ

立坑
Ｃ

立坑
Ｄ 立坑

Ａ

立坑
Ｂ

立坑
Ｄ

Ｎ

開口部Ⅰ

開口部Ⅱ

開口部Ⅲ

４号機海水
配管トレンチ

立坑
Ｃ

： 閉塞済

号機 ２号機 ３号機 ４号機（参考）

状況

・トレンチ内滞留水移送：6/30完了

・トレンチ内充填：7/10完了

・立坑C水位等監視：実施中

・トレンチ内滞留水移送：7/30完了

・トレンチ内充填：8/27完了

・トンネル部（開口部Ⅰ～Ⅲ間）充填

：3/21完了

・開口部Ⅱ・Ⅲ充填：4/28完了

残滞留水量 0m3 ※2 0m3 ※3 約60m3（放水路上越部） ※4

充填量 約4,660m3 約5,980m3 約630m3

※2：開削ダクト凍結部建屋側を除く。今後、建屋滞留水の水位低下に合わせて充填する方針。
※3：立坑Ｄ上部を除く。立坑Ｄは、O.P.＋0.2ｍ付近で建屋と繋がっており、今後、建屋滞留水の水位低下に合わせて充填する方針。
※4：開口部Ⅰおよび建屋張出部を除く。今後、放水路上越部の充填等の作業を実施していく。

※1 トレンチ：配管などが入った地下トンネル

＜トレンチ内部充填・閉塞の状況＞

開
削
ダ
ク
ト

2015年9月24日時点



13２．１（2） 海側遮水壁

海側遮水壁については、2015年9月22日、鋼管矢板（全長約780m）の打設が完了しました。これにより、地下水
の海洋への流出が抑制されます。引き続き、鋼管矢板間の継手処理（止水性向上）を継続しています。
鋼管矢板を閉合すると、海側遮水壁内側の地下水位が上昇し、汚染された地下水が遮水壁外部（港湾内外）に
流出するリスクがあるため、海側遮水壁内側の地下水のくみ上げを実施します。

【ページ15：サブドレン 参照】
今後、海側遮水壁閉合等による港湾内海水中放射性物質濃度への影響を確認していきます。

海側遮水壁 （現場状況）
：シルトフェンス

：鋼管矢板打設完了

：継手処理完了

：割栗石埋立完了

：舗装完了

（９月２５日時点）

１号機 ２号機 ３号機 ４号機

N

鋼管矢板
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6号機 5号機

シルトフェンス

海側遮水壁

北防波堤北側

港湾口北東側 港湾口東側 港湾口南東側

南防波堤南側

港湾口

5,6号機
放水口北側 南放水口付近

6号機
取水口前 物揚場前

港湾内
西側

港湾内
北側

港湾中央

港湾内
東側

港湾内
南側

２．１（2） 港湾内外の海水濃度 【参考】



15２．１（3） サブドレン

サブドレン※他水処理施設については、9月3日よりサブドレンピットから地下水の汲み上げを開始し、安定して
汲み上げ・処理を継続しています。
また、サブドレンから汲み上げた水の排水を9月14日から開始しました。（9月18日時点で合計3,310m3の排水を
実施しました。）
なお、排水中に含まれる放射性物質濃度については、当社及び第三者機関にて分析を実施し、告示濃度等と比
較し十分に低い運用目標値以下であることを確認しています。

①サブドレンピット（41カ所） ②集水タンク（３基）

③サブドレン他浄化設備 ④一時貯水タンク（７基）

※：建屋近傍の井戸

サブドレン等の運用

一時貯水タンク

集水タンク集水タンク

【水質分析③】
浄化設備への移送前、

週１回程度

【水質分析④】
排水の都度

中継タンク 中継タンク 【水質分析②】
週１回程度

サブドレン
（計４１箇所）

地下水ドレン
（計５箇所）

運用目標を満たしていることを確認して排水

【水質分析①】
主要な井戸を
月１回程度

【地下水の浄化】

①

②

③

④
【水質分析】
排水の都度

【水質分析】
浄化設備への移送前

週1回程度

【水質分析】
週1回程度

【水質分析】
主要な井戸を

月1回程度



16２．１（3）サブドレンの水質分析 【参考】

【参考（水質管理）】 【単位：Bq／L】

※1：おおむね10日に1回程度のモニタリングで1Bq／L未満を確認 ※2：ストロンチウム90に対しての値

【分析結果（一時貯水タンク）】

排水日

水質[Bq/L]

セシウム134 セシウム137 全ベータ トリチウム

自社分析 第三者分析 自社分析 第三者分析 自社分析 第三者分析 自社分析 第三者分析

9月14日 ND（0.55） ND（0.43） ND（0.58） ND（0.62） ND（0.85） ND（0.47） 460 430

9月15日 ND（0.74） ND（0.39） ND（0.78） ND（0.57） ND（0.83） ND（0.49） 330 390

9月17日 ND（0.61） ND（0.53） ND（0.76） ND（0.57） ND（0.94） ND（0.50） 550 600

9月18日 ND（0.59） ND（0.47） ND（0.58） ND（0.59） ND（0.85） ND（0.49） 400 480

9月28日（予定） ND（0.75） ND（0.53） ND（0.67） ND（0.59） ND（0.94） ND（0.50） 420 510

セシウム１３４ セシウム１３７ 全ベータ トリチウム

運用目標 １ １ ３（１）※1 １，５００

告示濃度 ６０ ９０ ３０※2 ６０，０００

ＷＨＯ飲料水
水質ガイドライン

１０ １０ １０※2 １０，０００

サブドレンから汲み上げた水の排水にあたっては、運用目標等を厳格に守り、港湾内の水質改善・海洋汚染の
防止に努めます。
運用目標以上の一時貯水タンクの水は排水せず、運用目標未満になるまで、繰り返し浄化を行います。
但し、トリチウム濃度が運用目標以上の場合は、海洋へは排水せず、構内のタンク等へ移送します。



17２．１（4） 陸側遮水壁

陸側の遮水壁は、-30℃程度に冷却したブライン（冷却材）を各凍結管に送り、周囲の土の温度を下げることで土を凍結させ、凍
土の壁を作ります。

凍結管を地盤中に設置する工事を継続して実施しています。先行して凍結する予定の山側部分については、凍結管の設置を

7月28日、ブライン充填作業を9月15日に完了し、本格凍結に必要な準備が整いました。今後、海側部分の工事を進めてまいり

ます。

凍結管を地中に建て込み、ブラインを循環
させるための配管を接続します

凍土イメージ

凍結管を地盤に打ち込みます

ブラインを循環させます

凍結管周囲の土が凍り始めます

凍土壁が造成されます

凍結管周囲の土が凍り、凍土となります

① ②

③ ④

凍土壁施工概要

山側凍結範囲
海側凍結範囲
試験凍結箇所

凍結箇所の状況（小規模遮水壁実証試験）

（補足）陸側遮水壁については、4月30日より山側の一部箇所で試験凍結を

開始し、設備全体の稼動状況に問題がないことや地中温度が低下して

いることが確認できています。

（補足）凍土技術の実証として、福島第一原子力発電所構内で小規模遮水壁実証試験

（陸側遮水壁近傍、1辺10m程度）を実施し、凍土が閉合することを確認しています。

冷却液循環配管

冷却管設置井戸



18２．１（5） タンクの建設

汚染水の受入容量が不足しないよう、鋼製円筒型タンク（溶接型タンク）の建設を順次実施しています。
2015年3月、タンクの総容量80万m3を確保しました。
タンクの信頼性向上のため、フランジ型タンク（鋼材をボルト締めしたタンク）から溶接型タンクへのリプレース（撤去および設置）を
実施しています。
汚染水漏えいに備えてタンク周辺に堰を整備しています。堰内に流入した雨水は、分析し、排出基準を満たしていることを確認し
た上で排出しています。

タンク設置エリア 概要図 タンク設置状況

撮影方向（タンク設置状況）

タンクエリア 内堰から外堰への雨水漏えい
・至近の大雨により、内堰内の水位が

上昇し、雨水が堰の継ぎ目や配管
貫通部から外堰へ漏えいしました。

・漏えいした雨水は外堰内に留まって
おり、外洋への流出はありません。

・なお、漏えい箇所の応急補修、
漏えいした雨水の回収は終了して
います。

発生日 漏えい箇所

9/9 堰の配管貫通部

9/9 堰継ぎ目

9/11,12 堰継ぎ目ボルト穴

9/14 堰の配管貫通部、
堰継ぎ目

タンクエリア堰の断面（イメージ図）

漏えいの発生状況

排水弁

外
堰

タンク 内堰

集水ピット
排水ピット

浸透防止工

被覆工

Ｐ
雨水処理設備等へ

J4J3
J2J1

J5

J6

J7

Ｊ１，２，３，４，５，６，７エリア（9/24）

雨樋

堰カバー

多核種除去設備等へ
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港湾内 港湾外

K排水路については、他の排水路に比べて排水中に含まれ

る放射性物質濃度が高いことから、様々な対策により、放射

性物質濃度の低減に取り組んでいます。

さらに、排水路の付け替え工事及び新設排水路の設置を進

めているところです。

付け替え工事完了までの暫定措置として、同排水路内に堰

を設けて移送ポンプを設置し、4月17日より港湾内に繋がる

Ｃ排水路への移送を実施しています※1。

K排水路については、他の排水路に比べて排水中に含まれ

る放射性物質濃度が高いことから、様々な対策により、放射

性物質濃度の低減に取り組んでいます。

さらに、排水路の付け替え工事及び新設排水路の設置を進

めているところです。

付け替え工事完了までの暫定措置として、同排水路内に堰

を設けて移送ポンプを設置し、4月17日より港湾内に繋がる

Ｃ排水路への移送を実施しています※1。

港湾内への付け替えと移送ポンプによる暫定措置

2015年度

上期 下期

土砂清掃

＜新設排水路設置ルート＞

２．２ 構内排水路の対策状況

▲5/22工事開始

▲4/17運転開始 ▲8/28仮堰高さの嵩上げ

▲5/11工事開始 ▲12月末
完了予定

K排水路→C排水路への移送

K排水路付替え

新設排水路

2015年度末完了予定▲

【K排水路における主な対策（計画）】

仮設ポンプ8台

仮堰

降雨
排水移送ライン C排水路

雨水等が流入
（降雨が多いと流量は増加）

地下水BPライン

地表面

側溝

C排水路

新設排水路の設置

※1：暫定措置の間、降雨の際、一時的にK排水路雨水の港湾外への排水が発生

＜K排水路断面＞

K排水路断面参照

＜平面図（概略）＞

フェーシング※2

※2：地表面をアスファルト等で覆い、雨水の地下浸透を抑制しています。



20２．３ 死亡災害事故（8月8日発生）の概要と対応状況

挟まれ

タンク蓋操作者

被
災
者蓋「閉」了解の

声掛け

何らかの原因で
被災者がタンクと
蓋の間に移動し
挟まれた

【発生状況図】

事故の概要

2015年8月8日、福島第一原子力発電所構内の土捨場において、工事車両の清掃を行っていた協力企業作業員が、車両後部に

あるタンクの蓋に挟まれ亡くなる災害を起こしました。
＜事故に至った経緯＞

・作業者（2名）は、車両タンク内にある工具を用いて車両に貼られていたステッカーを剥がすため、タンク蓋を開放。

・車両タンク内にある工具を取り出した後、作業者（2名）は声を掛け合ってタンク蓋の閉操作を開始。

・タンク蓋閉操作時、タンク蓋操作者は油圧シリンダーの動きによりタンク蓋の開度を確認し、操作を終了（タンク蓋操作者は、被災者の行動を認識できていない）。

・その後、タンク蓋操作者は、ステッカーを剥がしながら車両前方を廻り後部へ移動したところ、被災者がタンクとタンク蓋に挟まれていることを確認。

使用車両（車両後部）

類似災害防止への取組み
福島第一原子力発電所廃炉作業の安全確認として一旦立ち止まり、請負会社職員および作業員による「事例検討会」の実施と
「重機総点検」により類似災害防止に取り組み、作業を再開しました。

重機総点検の実施

作業で使用する重機に対し、危険箇所を抽出し、安全区画設置等の設備的な安全対策が十分
かどうか、また、合図者・安全監視者の専任設置や災害事例の検討など、人的・管理的対策が
十分かどうかをチェックリストで確認しています。

＜是正処置例＞

コーンバーによる安全区画の実施アウトリガー挟まれ注意喚起表示の実施

油圧シリンダー



21２．４ 1号機 建屋カバー解体の状況

使用済燃料プールからの燃料取り出しに向け、建屋カバーの解体に着手し、全6枚の屋根パネルの内、4枚目の
屋根パネル取り外しまで完了しました。

屋根パネル取り外し作業において、敷地境界付近の空気中の放射線量を測定している計測器（モニタリングポ
スト）の値に有意な変動はありませんでした。また、空気中に含まれる放射性物質を測定している計測器（ダスト
モニタ）において、警報の発報はありませんでした。

引き続き、燃料取り出しに向けて、慎重に作業を進めてまいります。

2015.7.28 屋根パネル１枚目取り外し

2015.8.3 屋根パネル２枚目取り外し

2015.9.8 屋根パネル３枚目取り外し

2015.9.12 屋根パネル4枚目取り外し

2015.9末以降 屋根パネル5、6枚目取り外し予定

屋根パネル取り外し実績・予定

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

建屋カバー解体 等

現
在

ガレキ撤去 等

カバー・燃料取り出し装置設置 等

【1号機の使用済燃料プールからの燃料取り出し計画】

1号機 建屋カバー解体の状況

・屋根パネル取り外し
・オペフロ調査
・飛散防止剤散布
・風速計設置

・飛散防止剤散布
・壁パネル取り外し

・防風シート取付等
（壁パネル解体後取付）

↑現在の状況

・散水設備の設置
・小ガレキの吸引
・飛散防止剤散布

屋根パネル取り外し状況
（1号機建屋山側より撮影）



22２．４ 屋根パネル取り外し時の放射性物質濃度について 【参考】

敷地境界付近（MP2近傍）ダストモニタ指示値

1.0E-06

1.0E-05

1.0E-04

1.0E-03

8/1 0:00 8/1 6:00 8/1 12:00 8/1 18:00 8/2 0:00 8/2 6:00 8/2 12:00 8/2 18:00 8/3 0:00

放
射

能
濃

度
（
B

q
/c

m
3
）

MP2近傍

警報値

8/1
1.04E-5　Bq/cm3 8/2

1.15E-5　Bq/cm3

敷地境界付近ダストモニタ指示値(ＭＰ7）

1.0E-06

1.0E-05

1.0E-04

1.0E-03

8/6 0:00 8/6 6:00 8/6 12:00 8/6 18:00 8/7 0:00 8/7 6:00 8/7 12:00 8/7 18:00 8/8 0:00

放
射

能
濃

度
（B

q/
cm

3
）

MP7近傍

警報値

8/7
2.2E-5 Bq/cm3

敷地周辺および敷地内への影響について

敷地境界付近連続ダストモニタの警報発生について

8月1日、2日、7日に敷地境界(ＭＰ２、７近傍)ダストモニタが高警報を発報しました。状況調査の結果、機器異常や
天然核種（Pb212）による上昇と判断しております。

●オペフロ上のダストモニタ（1，3号機各4ヶ所） ●構内ノーマスクエリアのダストモニタ（10ヶ所）
敷地境界ダストモニタ（8ヶ所） ●敷地境界モニタリングポスト（8ヶ所）

屋根パネルの取り外し作業において、モニタリングポスト
の値に有意な変動はありませんでした。また、ダスト

モニタについても、ダストの上昇に伴う警報の発報は
ありませんでした。

0

1

2

3

4

7/20 8/4 8/19 9/3 9/18

μ
S
v/

h

モニタリングポスト指示値（7/20～9/23）

MP-1 MP-2 MP-3 MP-4 MP-5 MP-6 MP-7 MP-8

▲８／３（２枚目取り外し）

▲７／２８（１枚目取り外し）

９／８（３枚目取り外し）▲

９／１２（３枚目取り外し）▲

1.0E-08

1.0E-07

1.0E-06

1.0E-05

1.0E-04

15/7/20 15/8/4 15/8/19 15/9/3 15/9/18

放
射

能
濃

度
（
Ｂ

ｑ
／

ｃ
ｍ

３
）

敷地境界付近ダストモニタ指示値（2015/7/20～2015/9/23）

MP1近傍 MP2近傍 MP3近傍 MP4近傍
MP5近傍 MP6近傍 MP7近傍 MP8近傍警報設定値 1.0E-05Bq/cm3

※1.0E－4とは、1.0×10－4と同じ意味を示します
※

敷地境界付近（MP２近傍）ダストモニタ指示値
［機器異常による上昇］

敷地境界付近（MP７近傍）ダストモニタ指示値
［天然核種による上昇］



23２．５ 3号機 使用済燃料プールからの燃料取り出しの状況

３号機の使用済燃料プールにある燃料を取り出すために、準備作業を

進めております。

2015年8月2日、使用済燃料プール内に存在する最も大きなガレキ

（燃料交換機、約20t）について、使用済燃料プールからの撤去作業を

終了しました。

引き続き、同プール内に残っているガレキの撤去を進めてまいります。

なお、燃料交換機撤去後に使用済燃料プール内の

状況を確認したところ、4体の使用済燃料の燃料

ハンドルが変形していることを確認しました。

今後、詳細な調査を行う予定です。

養生材

大きなガレキ
（燃料交換機）

北

使用済燃料貯蔵ラック

燃料交換機
撤去作業の状況

使用済燃料状況確認8/2に撤去した燃料交換機

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

カバー設置 等

現在

ガレキ撤去 等

燃料取り出し

【3号機の使用済燃料プールからの燃料取り出し計画】

：ハンドル部

変形箇所

燃料取り出し用カバー等の設置

燃料取扱機（FHM）設置 ドーム屋根設置


